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　医学生、研修医の皆さん、こんにちは。
　今、共用試験（CBT及びOSCE）に合格した5年生から県内26の病院
で診療参加型臨床実習が始まっています。その中には21の基幹型臨床
研修病院と13の基幹型専門研修病院が含まれています。Student 
Doctorの皆さんは、病院実習の傍ら将来どこで臨床研修したいか考え
ながら研修医の働き方も見ていることでしょう。
　新潟市民病院では多くの医学生を受け入れ、1学年12名の研修医を
採用しています。救命救急・循環器病・脳卒中センターと周産期母子医
療センターを有し、三次救急病院であり、新潟医療圏で重症・専門・救急
医療を担っています。緊急かつ専門的な血管内治療（心・大血管、脳）、
da Vinciによる先進医療、多発外傷治療などを日常的に行っています。

7診療科（内科、外科、整形外科、救急科、総合診療科、小児科、麻酔科）で専門研修プログラムを持
ち、次年度には産婦人科も加わる予定です。救急医療から総合診療まで学びたい医学生、当院で先
進医療を行いながら専門医を目指す研修医を歓迎します。
　皆さんと一緒に新潟県で医師として働けることを期待しています。

島 田　 奏 出身高校　新潟高校　
出身大学　聖マリアンナ医科大学

新潟大学医歯
学総合病院　

研修医2年目　

　研修医となって1年が経とうとしています。はやいもの
です。糸魚川総合病院では地域に根ざした研修をさせて
いただいています。専門医制度の変革期に、あえて当院
のような小規模市中病院を研修先に選択する学生の方は
少なく、また情報も少ないかと思いますので1年間研修を
受けた感想をこの場をお借りして書こうかと思います。
　当院は人口42,000人の糸魚川市の基幹病院であります。市内で発生した傷病は原則全例が当院で加
療される形になります。したがって専門医の所在によらずあらゆる傷病の対応を行う必要に迫られます。研
修医にとってはchallengingな環境かと思いますが大変勉強になります。また、地理的環境から大規模病
院、都市とは異なり患者情報の追跡が容易であるとの特徴があります。そのため自らの選択が患者さんに
与えた健康、社会的な影響を追跡して調べることができます。ご存じのように長期的なアウトカムを確認で
きる環境というのは研究活動に限らず、研修の上でも貴重であります。ソフト面で言えば看護師さんをはじ
めスタッフの優しさは県内トップです。間違いありません。
　学生の皆さん、県内有数の当院研修環境を一度見に来てはいかがでしょうか。

北山　祥平先生

先生

出身高校　県立高田北城高校
出身大学　金沢大学

糸魚川総合病
院　研修医1年

目

「病院忘年会」 筆者：一番左

　研修医2年目の島田奏と申します。県外の大学を卒業
後、新潟に戻り大学での研修をスタートしました。他には
国立病院機構西新潟中央病院、新潟南病院で研修をしま
した。大学では、専門的な症例を各科で学ばせていただ
き、非常に重症な症例、診断に苦慮する珍しい症例などを
経験しました。指導医の先生方はとても熱心で、また気さ
くに質問しやすい雰囲気を作ってくださり、医師としての心構え、基本を教えていただいたと本当に感
謝しています。
　大学以外の病院では腹痛や風邪の患者さんを診たり、当直で外傷の縫合・抜糸をしたり、訪問診療や
検診など様々な経験ができました。この2年間で大変有意義な研修が出来たと満足しています。また、
35名の同期と出会えたことは本当に感謝しています。研修医室に戻れば誰かがいて、励まし合い相談
できる存在がいるというのは心の支えでした。ここで築いた友情・仲間は生涯にわたって私の力強い存
在として勇気を与えてくれると感じています。
　お互い困った時に相談してね！コンサルトするね！ともう今から言い合っているほどです。
来年度からの生活は不安だらけですが、自分のなりたかった理想の医師像に近づくために思いきり飛び
込んでいきたいと思います。

筆者：前列最右側

声研修医の

2年間を
振り返って

長岡赤十字病院の巻
interviewee

　新潟大学を卒業後、長岡赤十字病院で初期臨床研修を行い、
長岡中央綜合病院呼吸器内科勤務を経て、現在あがの市民病
院内科で勤務をしております。あがの市民病院は地域の中核病
院ではあるものの多くの診療科は常勤医師がおらず、呼吸器内

科にかかわらず様々な分野の疾患を治療しています。
　呼吸器内科としての専門的な知識を求められる一方で、そのほかの科の知識も持っていなくてはいけなく、とて
も勉強になる日々を過ごしています。また、現在は訪問診療にも従事させていただき、通院が困難な患者さんの治
療も行っております。
　呼吸器内科の疾患は肺癌や気管支喘息、COPD、間質性肺炎、睡眠時無呼吸症候群など多岐にわたり、またど
の疾患も日々新しい治療法が開発され飽きることはありません。
咳や痰、呼吸困難で病院に来る患者さんはとても多くやりがいもあります。
医学生や研修医の皆さんの中で少しでも呼吸器の疾患に興味がある人はぜひ身近な呼吸器内科の医師に相談し
てみてください！！

【勤務先病院】あがの市民病院
【所属診療科】呼吸器・感染症内科
【出身大学】新潟大学

久代　航平先生

呼吸器内科の魅力

筆者： 前列右端    

私が小児科を志したのは、同じく小児科医をしている姉の影響
です。子供に愛され、信頼されている姉をみて、「小児科医にな
りたい」と夢を抱きました。
しかしながら医学生・研修医時代は迷いの連続でした。研修病
院はどこにしよう、自分は小児科に向いているのか、そもそも

医師として仕事が出来るような人間なのだろうか…。
『夢とは目的地ではなく、旅路のことなんだ』。そんな時に出会ったのが、先日亡くなったNBAスタープレイヤーによる
この言葉です。「医師、小児科医になる=夢を叶える」ということではない。最大限の努力をしながら、断固たる精神力
(=マンバメンタリティ)を持って迷いを乗り越えていくこの過程こそが夢なのである。自分なりにそう解釈しました。
目標であった小児科医となりましたが、医師である以上、医療の進歩に置いていかれないように日々努力し続けなけ
ればならないと実感しています。この先もずっと夢の真っ只中なのです。
小児科の魅力についてはここでは割愛します。実習や研修を通して、実際に魅力を肌で感じて欲しいからです。大事
なのは今できる最良の選択をし続けること。マンバメンタリティを持つみなさんと、その旅路をともに歩むことができた
ら嬉しいです。

【勤務先病院】魚沼基幹病院
【所属診療科】小児科　
【出身大学】新潟大学

マンバメンタリティ
先生橋尻 明日実

「魚沼基幹病院の若手との写真」 筆者：上段左から４番目

（所属等は2月末執筆時現在です）
（所属等は2月末執筆時現在です）

（所属等は2月末執筆時現在です）

先輩医師からのメッセージ
～臨床研修病院の解体新書～

副院長・教育推進室長/神経内科 藤田信也 先生 
２年目研修医 三井田秀 先生 / ２年目研修医 田村悠紀子 先生 / １年目研修医 渡邊雅斗 先生

ーなぜ研修先に長岡赤十字病院を
選びましたか？また、実際に研修を
してみての印象を教えてください。

三井田 学生実習や病院見学で何
回か来てみて、当院が三次救急の
病院で、本当に様々な疾患の患者
が集まっていると実感しました。具
体的に進路を決定していなかった
自分としては、色々な病気を診てか
ら、将来進む科を決められると思い
ました。また、そのとき研修してい
た研修医の先生方の姿を見て、こ
んな研修医になりたいと思ったの
で、この病院を選びました。もうすぐ研修が終わるのですが、実際２年間でとても多く患者さんを
診ることができ、すごく勉強になりました。救命救急センターでの実習も充実していて、本当にこ
この病院で研修してよかったなと思っています。

渡邊 私は新潟県内か関東に行くか悩んでいた時期もあったのですが、当院で学生実習をした経
験が決め手になりました。関東の病院も見学に行ったのですが、研修医がどれくらい診療に携
わっているかを比べたとき、長岡赤十字病院では、指導医の先生が、研修医の「ここはこう思う」
といった意見を聞いてくれ、それを採用してくれたりする姿を見ることができました。研修医が積
極的に医療に携われる病院で２年間研修を積んで、３年目に向けて成長できると思ったので、こ
の病院を選びました。私はまだ１年目ですが、本当に様々な疾患を診ることができましたし、さら
に興味を持った科を２年目で自由に選択することができるので、この病院を選んでよかったと思
います。

田村 私がこの病院を選んだ一番の理由は、指導医の先生方がすごく魅力的だからです。学生の
ときにクリニカルクラークシップでこの病院に来て、当時は全然知識もなかったのですが、診察
の仕方だけでなくて、患者さんへの態度や話し方とか、どのように診察したらいいのかのイロハ
をしっかり教えてくださる指導医の先生が多かったです。どのように後輩に接したらいいのかと
いう指導の様子も見ることができて、医師としての知識がつくだけでなく、人間としても成長で
きる病院だと思いました。また、研修医も２年目と１年目がとても仲が良くて、研修医室の雰囲気
もすごくよく、研修医同士で教えあう環境がありました。自分もこういう病院で研修すれば、医学
知識を身につけるだけでなく、人間としても成長できると思ってこの病院を選びました。実際、こ
の２年間で色々な患者さんを診させていただき、多くの経験をさせてもらえたので、かなり自分
の力になったと思います。少しは自分も２年目らしくなったというか、度胸もつきました。私たち
研修医同士もすごく仲良くなって、心強い仲間がたくさんできてよかったと思います。

ー印象に残っている科や患者さん等、エピソードはありますか？

三井田 僕は、消化器内科の先生を見て、消化器内科に進むことを決めました。印象に残っている
科は、もちろん消化器内科ですが、血液内科や内分泌内科など、多くの科で珍しい症例の患者さ
んを受け持って、たくさんの症例報告をさせてもらいました。日本消化器内視鏡学会の甲信越支
部例会のプレナリーセッションで発表させていただいた症例は、最優秀賞に選ばれましたし、バ
ルセロナで行なわれた消化器の学会にも一緒に行かせていただいて、本当に貴重な経験ができ
ました。

田村 私は、神経内科に進むことを決めましたが、やはり神経内科の患者さんの印象が強いです。
１年目の終わりに受け持った髄膜癌腫症の患者さんは、原発が悪性黒色腫とわかるのに苦労し
ましたが、指導医の先生と相談しながら、検査を進めて自分で考える力も養えました。その症例
を日本神経学会関東甲信越地方会で発表して、推薦論文に選んでもらいました。患者さんだけ
でなく、ご家族とも親密に関わり、かなり印象に残っています。

渡邊 研修医の最初の４月に消化器内科をローテーションしたときに、大腸がんの末期がんの方
を受け持ちました。研修医になりたてで、その方の話を聞くのが精いっぱいで、自分が治療に積
極的に携わるということはなかったのですが、別の科をローテートしている９月くらいに、その方
が亡くなりそうだという連絡が看護師さんから来ました。最期に渡邊先生に会いたがっていると
言ってくださり、お話をしに行きました。命を扱う仕事ってこういうことなんだと感じました。

ー長岡赤十字病院は、指導医の先生も研修医の同期の先生も多いと思うのですが、そのような
医師が多いことのメリット、デメリットはありますか？

三井田 いいところは、直接色々な先生から教えていただけるということです。聞くのが恥ずかし
いようなことでも聞けるのが研修医の特権で、特に当院では、指導医の先生方は、どんなに忙し
くても丁寧に教えてくださいます。本で勉強しているのと実際の患者さんを診るのは全くちがう
ことばかりだと実感しますが、当院は先生方の数も約150人と多いのでメリットだと思います。
研修医も多いので、みんなで楽しく、つらいことがあっても色々な人に相談にのってもらって、飲
み会とかで息抜きが上手くできるのもいいところだと思います。自分はあまりデメリットとは思っ
ていないのですが、いま神経内科は３人でまわっていて、ひとりずつ持てる患者さんの数が減っ
てしまうのは残念なことかなと。ただ、そのぶん一人一人の患者さんに対して、より深く勉強がで
きます。

田村 指導医の先生が多い分、指導の体制は充実していて、症例も多く集まってくるので、珍しい
症例についても診ることができます。地域実習で研修医の少ない病院に行ってみると、当院は研
修医も22名とたくさんいて、色々なことをお互いに聞けて、恵まれていると思います。反面、
ちょっとそこで安心してしまう部分もあります。研修医の少ない病院では、自分がここでどうして
も診なければいけないという緊迫感がありました。人数が多いとサバイバルみたいな環境や緊
迫感はあまりないというのが、唯一のデメリットかなと思います。ただ、研修医が多いとそれぞれ
の興味や深く勉強しているところも違うので、お互いにかなり教えあえますし、それはよかったか
なと思っています。

ー研修医の皆さんの日頃の忙しさや当直体制はどのようになっていますか？ 

渡邊 少なくとも仕事詰めで日々疲弊することはありません。日常の生活も、すごく充実していて
楽しいです。新入院の患者さんの所見をまとめたり、外科で手術が長引いて19時、20時になる
ときはあるのですが、平均すると夜ごはんをみんなで食べに行こうよとなるくらいの時間にはだ
いたい帰っていると思います。週末も、午前中に1～2時間くらいで回診をして、みんなで昼ごは
んを食べに行ったりしています。当直は1年目の研修医で月に1～2回、2年目で月3回くらいで
す。当直の日程や回数も自分で調節できるので、すごくいいと思います。
当直は、救急車で搬送される患者さんを診るセンター当直、ウォークインの患者さんを診る内科
系、外科系当直の３種類があります。センター当直は、輪番日に、救急科のドクターに、１年目と2
年目の研修医がひとりずつつく体制となっています。ファーストタッチは研修医がしますが、必ず
上級医の先生が指導してくださるので、私たちが診察して、こう思うのですがというのを伝えて、
それに対する上級医の先生のリターンもしっかりあります。当番日の内科系・外科系当直でも、
研修医の診察の後、必ず上の先生からの意見を聞いて、患者さんを帰すのか、入院させるのか
の話し合いをします。まずは自分で診てそのあとしっかりと先生の意見がもらえるので、安心で
とても勉強になります。

藤田 長岡市は、長岡赤十字病院、長岡中央綜合病院と立川綜合病院の３つの急性期病院が、救
急当番日を決めて、完全に輪番制にしています。救急車は、３日に１回の輪番当番日に集中する
仕組みになっています。研修医も当番日だけ、当直に入っています。当番日は必ず１年生と2年生
がセンター当直に入り、内科系と外科系当直に研修医が1人ずつ入ります。当院は、中越地区で
唯一の救命救急センターですので、常に三次救急は扱っていますが、当直体制は、非常にメリハ
リがあり、医師の負担軽減に役立っています。救急車は年間3000台くらいで、常勤の救急科の
医師も５名と比較的多く、指導も充実していて、研修医にとても評判がいいです。当院は、長岡ド
クヘリの基地でもあり、ドクヘリ実習も希望者には行っています。研修医の残業時間はそれほど
多くなく、労働環境もいいです。

ーそのほか、待遇面はどうでしょうか？

三井田 給料は、申し分ありません（笑）。当直手当、時間外手当もあわせると、かなりの収入にな
ります。休みもしっかりあるので、メリハリのある研修医生活が送れます。研修医のみんなが病院
の近くに住んでいるので、土日はみんなで飲み会に行くことも多いです。私は旅行が好きなの

で、この研修２年間の中で
も週末にずいぶん行きま
したし、それでまた気持ち
もあらたに頑張れるとい
うか。

田村 私もローテーション
の変わり目に泊りがけの
旅行に行ったりして、息抜
きができました。研修医全
員参加の旅行も１年に１
回あります。お休みはちゃ
んといただいて、夏休みは
海外に旅行するひともた
くさんいます。学会での発
表の機会は、とても多いと
思います。いろいろな科の

学会に参加させてもらえると、その後の進路を決める参考にもなりますし、学会先で、指導医の
先生たちにおいしいものをごちそうになるのも楽しみです。昨年は、日本赤十字社総会にも２年
目の研修医が多数演題を出して、みんなで広島まで行ってきました。学会費用は上限15万円
で、病院から出していただけます。

ー研修医室は、どのような環境ですか？

渡邊 研修医室は、医局と独立してあります。机と棚がひとりひとりにあって、スペースも十分で
す。電子カルテの端末も研修医室にあるので、研修医室内でカルテをまとめたり、研修医同士
で、症例をどう思うとか話し合うこともできます。研修医だけがいる部屋なので、とても快適で
す。

ー長岡赤十字病院のアピールポイントは何でしょう？　ここだけは負けないとか。

田村 ありすぎて…。

一同 負けるところはありません！（笑）

ー魅力の多い病院ですが、どのような研修医に来てもらいたいですか？

藤田 10人くらいの面接官で、マッチング面接をします。面接官は、皆ちがう科の所属で、将来自
分の科を希望する学生を優先的に選ぶことはできません。「いい研修医室になるようにバランス
良く11名（１学年の定員）を選んでください」と面接官にお願いしています。今の研修医室は、良
いサッカーのチームのように、個々では志が高く、チームとしては、仲良く切磋琢磨する研修医が
集まっています。当院の今の研修医は、自慢です。研修医は、学生の面倒も本当によく見てくれる
ので、学生にも評判がいいんですよ。新潟市から離れているので、学生は自宅から通えないので
すが、今年も新潟大学の学生実習で44名の申し込みがあり、新潟市外の病院では最多でした。

是非、見学にもたくさん来てもらいたいと思います。

面接のとき、当院の志望理由を尋ねると、「研修医の人たちが、本当に優秀で、すごく丁寧に指導
してくれて、こういう研修医になりたいので」というような回答がすごく多いのです。本当に嬉し
いコメントです。

ー最後に医学生や医師を目指す方々にメッセージをお願いします。

田村 迷っているひとがいたら、ぜひ一回この病院を見に来て、雰囲気を感じていただけたらこの
病院しかないんじゃないでしょうか。ね？

三井田 一度この病院に来てくれれば絶対にこの病院で研修したいと思わせる自信があります。
この病院で後悔するひとも絶対いないと思います。ぜひ日赤で研修を！

渡邊 僕も関東含めて多くの病院見学に行ったのですが、実際にここに来てまったく後悔してい
ないですし、とても充実しています。来てみていただければ、わかるはずです。

藤田 初期研修は、都会のブランド病院に行く必要はないと思っています。当院のように指導医が
たくさんいて、骨髄移植から膠原病内科・神経内科まで、たくさんの科がそろっているところで
症例をたくさん診て、そして給料もたくさんもらって、あとは、本人が一生懸命努力すれば、大き
く成長できるはずです。知識も経験もお金も貯まります（笑）。

最後に、担当の事務のひと、福井さんが素晴らしい。研修医からの信頼が厚いし、病院からの信
頼が厚い。明日見学がしたいということでもすぐ対応してくれます。

長岡赤十字病院を選んだワケ。実際は？

第16期研修医 長岡ドクターヘリと一緒に

新潟県で医師を目指しませんか

新潟市病院事業管理者
新潟市民病院 院長　
片柳 憲雄 先生




